
医療・健診等にお
ける状態、介入、
イベントデータ

分析

介入に係る仮説の構築

（例）データ分析の結果、○○という条件に合致する利用者について、
• 介入Aを受けていると状態Bが高い傾向にあった
→ 介入Aを行うと状態Bを改善できるのではないか（仮説の構築）

（留意点）
データ分析では相関は見いだせても、因果関係であるかは分からない。
（例）歩行器のレンタルを受けた利用者で栄養状態の改善がみられた
→ 歩行器を使って歩けば栄養状態が改善する？

それとも、疾病からの回復過程にある利用者では、栄養状態の
改善と歩行の開始が同時期に起きやすい？

実地検証

（例）条件に合致する利用者を無作為に介入群と対照群に割り付け、
介入群にのみ介入Aを行って、対照群より有意に状態Bが改善す
るかを観察。

エビデンス

（例）○○という条件に合致する者に対して、介入Aを行うと、行わ
ない場合に比べて、状態Bが改善しやすい。

データベースを用いた研究の強み

仮説を立ててから、個々の仮説に応じてデー
タ収集を行う方法に比べ、

•仮説を多量かつ効率的に構築できる。
•「予期せぬ発見」が期待できる。
•AI等の情報処理技術がより活用できる可能
性あり。

データベースを用いた介護領域のエビデンス構築の流れ（イメージ）
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